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・Radford (1979)：“Testing the Model of the Pre-industrial City”. Trans., Inst., Brit., Geographer

〇前近代都市の
居住分化モデル

… Radford (1979)

社会階層 居住パターン
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賎 民

前近代の都市

〇Sjoberg（1955,60）

「前産業都市」論

⇒理念型の比較ではなく，
過去と現在の比較が重要。

… 前近代の都市は，西洋で
も東洋でも類似し，近代都市と
の違いのほうが大。

・前産業都市の社会的特徴⇒

バビロン
井上，1978，『都市の語る世界の歴史』，そしえて 藤岡，1969，『都市文明の源流と系譜』

・メソポタミアに多くの都市国家が
繁栄。その要因は戦争と交易。
・大河川は交易に便利な反面，平
原には異民族が度々侵攻した。

・武力の統括から「王」が力を
持ち，支配原理に「神」。
・食糧：隣接の氏族の農地を
管理。・戦争で富を略奪。

・BC2250,都市群を統一したバ
ビロニアの都バビロンは，神格
化した王の下，交易で賑わう。

ウル

・城内に肥沃な農地あり，
包囲されても自給可能。

欧州都市のルーツ

○ギリシャ人の都市

・BC2000頃，バルカン山地の遊牧民がエーゲ海
沿岸に南下，果樹栽培と牧畜の定住社会を築き，
互いに交流して「ギリシャ人」に。

・BC600頃，アテネは大艦隊でペル
シャを撃退，東地中海の派遣を握る。
・海洋交易や手工業が発達し，富裕
層を形成。
・彼らは広場アゴラで政治に参加。
・ストア（柱廊）に集った哲人たちが
論陣を張る。こうした中から，多彩な
科学者，哲学者，民主政治が発達

※アテネと並ぶスパルタは王政で，
軍国主義体制が取られた。

・BC800頃，各地に要塞集落ポリスを築く。
・主役は，重装兵として自衛を担った自由市民。
食料生産は周囲の領地で奴隷を使用。

・最大のポリスが，アッティカのアクロポリス丘の
麓に発達したアテネ。人口8万＋奴隷6万

井上，1978，『都市の語る世界の歴史』，そしえて

・城壁：ペルシャ戦争（BC499〜）
に際して，防御のために構築。

ゼウス神殿ゼウス神殿ゼウス神殿ゼウス神殿

・自然拡大したアテネには，定型の都市
構造はない。重要なのは構成施設群。
… これを各地の植民都市に移植。

アテネの都市構造
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帝国書院『最新世界史図説タペストリー』（13訂版）

○ギリシャ人の
植民都市

… 南欧沿岸都市のルーツ

・ギリシャでは陸上に開発余地がなくなり，
BC800以降，地中海，エーゲ海，トルコ，黒海
の沿岸各地に進出し，植民都市を築く。

・BC1000頃〜，フェニキア人（セム系）
がアフリカ沿岸に植民。
・BC500頃，カルタゴが繁栄

… この形態が，ローマ人の都市
を経て，西欧古代都市の手本に

ミレトス

・ギリシャ人の初期の植民都市

・エーゲ海のトルコ側。 ・碁盤目状街路，大小の広場，列柱郎，劇場
を備えた計画都市… 計画家ヒポダモス

・ギリシャ人特有の合理性と秩序感

・川砂で埋まり衰退。今は海から10km内陸。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%86%E3%83%8A%E3%82%A4#/media/File:AtheneOudheid.JPG

○港町ピレウス
・ペルシャ戦争時に（BC493）アテネ人
が建設した軍港。
・サラミス海戦（BC480）の勝利に貢献
・以後，商港と都市計画が実施され，
アテネの外港，地中海の交易都市に

・オスマントルコ時代に衰退する
も，独立後，海運基地として復活。

・今は地中海クルーズの拠点
・年2000万人が利用する世界
最大の観光港

… 計画都市，アテネの外港

アゴラA，劇場B，神殿C

A

B C

・碁盤目状の街路
・アゴラ，劇場，神殿

・3つの港を軍，商，漁，ヨットに利用

高見玄一郎,1989,『港の世界史』,朝日新聞社

・特徴：

藤岡，1983，『考古地理２古代都市』，学生社

・BC334〜323，アレキサンダー大王遠征，各地に植民都市を建設
・そのうち最も繁栄したのが，エジプト地中海岸のアレキサンドリア

アレキサンドリア
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西川治編，1971，『都市と都市観』

〇ローマ帝国と植民都市 ・BC272，ローマがイタリア半島の都市国家を統一。
・BC27〜帝政。 ・AD100〜200，最大版図に⇒下図
・この間，軍事道路「ローマ街道」を内陸に伸ばす。
・沿線に兵営地を建設… 内陸欧州の都市の原型

街道
防塁

『ヨーロッパ』,二宮書店，2005

・Max Weberは，ローマ遺構の残存
状況により欧州都市を分類：
・南欧（ラテン）型… ローマの遺
産をよく活用し，生活様式も継承
・中欧（フランク，ゲルマン）型…
ローマ遺構は多くが消失。中世の
キリスト教会の力が大
・ライン以東･北欧型… ローマ遺
構なし，新開地

井上，1978，『都市の語る世界の歴史』，そしえて

・BC600には城壁をもつ都市。ギリシャ人を含む多民族混住。
・BC300頃，ローマの支配に入り，市街を本格整備
… 十字街路， 4つの城門，会堂（バシリカ），市民広場，神殿
・福利施設（浴場，劇場，競技場）はこの時期のもの

・AD79、ベスビオ火山
の噴火時，人口2万の
貴族の保養地。
・急速な降灰で2000
人とともに埋積。

↑BC200頃の市街地
（東西約300m）

ポンペイ ②浴場
③ジュピター神殿
④アポロン神殿
⑤民会場
⑦フォルトゥナ神殿
⑧浴場
⑨浴場

ナポリ湾の都市

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AB%E3%83%86%E3%83%86%E3%82%A3%E3%
82%A2#/media/File:Plan_de_Paris_Lutece2_BNF07710745.png

・ガリア地方，セーヌ川渡河点
・Lutetia Parisiorum（パリシイ族
の沼沢地）
・中州（シテ島）を利用して川を
最短で徒歩横断できる地点

パリの原型

・ローマ時代に格子状の
街路を整備
・公共施設（闘技場，浴場）
は中州の北側に整備
・渡河点に道路が各地
から放射状に集まる

・500年頃，メロヴィング
朝の下で再建されて，
現在のパリの元に
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軍政地域

軍政本部

城砦宿営地

沿岸城砦AD300-400

ローマ道路

ケルトの幹線道路

Cirencester
●

『地図と地域構造』,ナカニシヤ

イギリスの
ローマタウン

York

Chester

Chichester

London★

●Silchester

・ブリテン島を支配したローマは，
ロンドンに拠点を置いて，各地に
道路と兵站集落を建設。
・現地の集落の利用も。
・機能は，前線基地，休養地，鉱工
業集落など多様。
・AD407,ローマ撤退し，アングロ
サクソン人が進出

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AD%E3%83%B3%E3%83%87%E3%82%A3%E3%8
3%8B%E3%82%A6%E3%83%A0#/media/File:Carte_Londinium_400-fr.svg

『ロンドン，ある都市の伝記』

・ブリテン島に侵入したローマ人が、紀元1世紀頃に建設。
・テムズ川の渡河点，外洋からの航行限界

ロンディニウム

15世紀のロンドン↓もそれと大差なし。

概ね1.8×0.8km

Forum

闘技場

Silchester ・ローマ軍が旧部族の集落を改造

・十字街路，周囲に城壁，四方に城門，
中央にフォーラム，浴場，教会，闘技場

H：教会，聖堂

藤岡謙二郎,1969,『都市文明の源流と系譜』,鹿島SD選書

ロンドン西方60km，
人口900の集落

城門

城門
城門

城門

フォーラム

浴場

旅館

闘技場

Chester

1571 map
https://www.chesterwalls.info/gallery/oldmaps/index.html

・AD79頃，ローマ人がWales
との戦争に備えて国境の直
近に防御基地を建設。

・北西イングランドの
観光都市。人口8万。

・城郭が最良の状態で現存。


